
地域の人々と健康課題に取り組

むスタッフ-地域研究の一コマ 

※
Ｄ
Ｈ
Ａ(

ド
コ
サ
ヘ
キ
サ
エ
ン
酸)

は
、
魚
油
に
含
ま
れ
る
不
飽
和
脂
肪
酸

の
一
種
。
人
体
内
で
は
α
リ
ノ
レ
ン
酸

か
ら
生
成
さ
れ
る
。 

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ 

島
根
県
健
康
福
祉
部
医
療
政
策
課 

医
師
確
保
対
策
室
長 

稲
田 

勝 

 

皆
様
、
あ
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

旧
年
中
は
、
医
療
政
策
課 

医
師
確
保
対
策
室
に
格

別
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力

を
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
本
年

も
変
わ
り
ま
せ
ず
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

さ
て
、
島
根
県
で
は
、
平
成
21
年
度
に

県
東
部
地
域
（
雲
南
圏
域
・
隠
岐
圏
域
・

安
来
市
）
と
県
西
部
地
域
（
大
田
圏
域
・

浜
田
圏
域
・
益
田
圏
域
）
を
対
象
と
す
る

「
島
根
県
地
域
医
療
再
生
計
画
」
を
策
定

し
、
医
師
・
看
護
職
員
確
保
対
策
や
マ
ン

パ
ワ
ー
不
足
を
補
う
た
め
の
対
策
に
取
組

ん
で
き
ま
し
た
が
、
昨
年
は
、
こ
れ
に
加

え
、
全
県
を
対
象
と
す
る
「
島
根
県
地
域

医
療
再
生
計
画
（
拡
充
分
）
」
を
策
定
し
、

「
地
域
医
療
の
担
い
手
の
育
成
・
確
保
対

策
」
や
「
地
域
医
療
機
関
の
連
携
強
化
」

な
ど
に
さ
ら
に
一
層
力
を
入
れ
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。 

「
地
域
医
療
の
担
い
手
の
育
成
・
確
保

対
策
」
で
は
、
大
学
、
医
療
機
関
、
医
師

会
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、
若
手
医

師
を
支
援
す
る
「
し
ま
ね
地
域
医
療
支

援
セ
ン
タ
ー
」
を
昨
年
８
月
に
島
根
大

学
と
当
室
内
に
設
置
し
、
島
根
県
に
軸

足
を
置
い
て
専
門
医
資
格
の
取
得
を
目

指
す
若
手
医
師
等
へ
の
支
援
や
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
な
ど
に
取
組

む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
ほ
か
、
病
院
が
実
施
す
る
医
師

や
看
護
職
員
等
の
研
修
環
境
整
備
や
職

員
宿
舎
整
備
な
ど
へ
の
支
援
な
ど
も
計

画
に
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。 

ま
た
、
現
在
の
厳
し
い
医
療
情
勢
の

な
か
で
地
域
医
療
を
支
え
て
い
く
た
め

に
は
、
各
医
療
機
関
の
一
層
の
連
携
を

図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
「
地

域
医
療
機
関
の
連
携
強
化
」
で
は
、
Ｉ

Ｔ
を
活
用
し
た
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

推
進
や
医
療
機
関
の
施
設
・
設
備
整
備

へ
の
支
援
な
ど
に
取
組
み
ま
す
。 

島
根
県
内
に
お
け
る
医
師
不
足
は
、
依

然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
医
師
の

地
域
偏
在
や
診
療
科
偏
在
も
深
刻
化
し
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
「
赤
ひ
げ
バ

ン
ク
」
や
「
医
学
生
向
け
の
奨
学
金
制

度
」
な
ど
に
加
え
、
こ
れ
ら
の
計
画
の

着
実
な
実
施
に
よ
り
、
一
人
で
も
多
く
の

医
師
に
県
内
で
勤
務
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
全
力
を
あ
げ
て
取
組
む
所
存
で
す
の

で
、
皆
様
方
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

 

 

加
藤
病
院 

 

院
長 

加
藤
節
司 

社
会
医
療
法
人
仁
寿
会
も
う
ひ
と
つ
の 

地
域
医
療
最
前
線
〜
愛
念
に
感
謝 

「
Ｄ
Ｈ
Ａ
が
認
知
症
予
防
に
効
果
」
広
島

に
あ
る
大
型
ス
ー
パ
ー
の
魚
屋
さ
ん
の
軒
先

に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
新
聞
記
事
の
見
出
し
で

す
。
私
の
子
供
が
「
あ
っ
、
」
と
気
づ
き
ま
す
。

加
藤
病
院
が
島
根
大
学
医
学
部
、
島
根
県
立

大
学
看
護
学
科
と
ふ
る
さ
と
川
本
で
取
組
ん

だ
「
認
知
症
予
防
と
食
事
栄
養
」
に
関
す
る

共
同
研
究
の
成
果
を
紹
介
す
る
記
事
で
し
た
。

島
根
か
ら
の
情
報
発
信
で
す
。
本
稿
で
は
仁

寿
会
の
診
療
分
野
を
除
い
た
地
域
医
療
最
前

線
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

地
域
で
、
地
域
の
研
究
機
関
・
企
業
と
協

働
で
、
地 

域
の
人
々

の
協
力
を

得
て
、
研

究
に
取
組

み
は
じ
め

て
７
年
に

な
り
ま
す
。

こ
の
間
に 

川
本
特
産 

で
「
畑
の 

青
魚
」
と 

域 

医 

地 

療 

最 

前 

線 
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今回の紙面 



10 年前のスタッフの笑顔－当時 102

名が現在 174 名と組織は順調に成長 

ｽﾀｯﾌによるｸﾘｽﾏｽ会の出し物 

呼
ば
れ
る
『
え
ご
ま
』
を
活
用
し
た
介
入
研

究
も
行
い
ま
し
た
。
え
ご
ま
は
、
脂
質
の
中

で
も
現
代
人
に
不
足
し
が
ち
な
α
リ
ノ
レ
ン

酸
が
豊
富
な
シ
ソ
科
の
植
物
で
す
。「
え
ご
ま

玉
子
」
の
開
発
協
力
で
は
、
安
全
で
美
味
し

い
県
産
品
認
証
制
度
「
美
味
島
根
（
お
い
し

ま
ね
）
」
第
一
号
と
い
う
栄
え
あ
る
認
証
を
取

得
し
て
い
ま
す
。
共
同
研
究
で
は
、
多
く
の

技
術
者
、
医
療
関
連
専
門
職
、
医
学
生
、
看

護
学
生
が
川
本
に
集
う
と
い
う
数
多
く
の
出

会
い
も
ま
た
素
敵
な
余
禄
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

ご
存
じ
ア
ル
マ
ア
タ
宣
言
に
も
あ
る
よ
う

に
、
私
は
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
を
「
地
域
に
住

む
人
々
み
ん
な
で
協
力
し
合
っ
て
、
み
ん
な

が
健
康
に
な
り
、
幸
せ
に
な
る
た
め
の
、
み

ん
な
に
よ
る
主
体
的
な
活
動
」
と
理
解
し
て

い
ま
す
。
従
っ
て
、
地
域
で
取
り
組
む
研
究

も
、
健
康
課
題
に
対
す
る
重
要
な
主
体
的
活

動
の
一
つ
と
な
り
ま
す
。
地
域
の
皆
様
が
研

究
に
参
加
す
る
こ
と
で
健
康
に
関
す
る
学
び

を
深
め
、
健
康
を
増
進
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
、
そ
ん
な
機
会
を
私
た
ち
が
提
供
で
き
る

の
も
ま
た
地
域
の
皆
様
の
お
か
げ
で
す
。
研

究
を
通
じ
、
力
を
合
わ
せ
て
健
康
長
寿
の
実

現
と
い
う
目
的
に
進
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

こ
う
し
て
私
た
ち
は
、
恵
ま
れ
た
環
境
で

医
療
活
動
を
す
る
こ
と
の
安
心
と
幸
せ
を
五

感
で
見
知
し
ま
す
。
研
究
は
も
ち
ろ
ん
、
診

療
、
医
療
教
育
す
べ
て
の
活
動
領
域
で
「
守

っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
」
を
実
感
し
て

い
ま
す
。
地
域
で
医
療
を
提
供
す
る
と
い
う

こ
と
は
、
人
を
守
る
、
地
域
を
守
る
、
国
を

守
る
ば
か
り
で
な
く
、
私
た
ち
医
療
関
連
専

門
職
に
あ
る
も
の
も
守
ら
れ
る
こ
と
を
意
味

す
る
と
い
う
こ
と
に
得
心
で
き
る
の
で
す
。

川
本
町
は
じ
め
島
根
に
暮
ら
す
人
々
の
温
か

な
愛
念
に
感
謝
あ
る
の
み
で
す
。 

 ※
社
会
医
療

法
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仁
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会

＝
僻
地
医
療

分
野
で
山
陰

初
の
社
会
医

療
法
人
認
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、

常
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員
数
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介
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※
加
藤
病
院
＝
在
宅
療
養
支
援
病
院
〜
訪
問

診
療
対
象
者
２
８
８
名
（
読
売
新
聞
平
成
23

年
３
月
６
日
、
病
院
の
実
力
島
根
編
「
在
宅

医
療
」
に
診
療
内
容
掲
載
紹
介
。
） 

▽
一
般
病
棟
27
床
（
一
般
病
床
17
床
／
平

均
在
院
日
数
15
・
０
日
／
亜
急
性
期
病
床

10
床
／
在
宅
復
帰
率
１
０
０
％
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▽
医
療
療
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床
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床
／
医
療
区
分
２
・
３
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３
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０
０
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島
根
県
立
こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー 

看
護
局
長 

磯
田 

典
子 

 

島
根
県
立
こ

こ
ろ
の
医
療
セ

ン
タ
ー
は
、
出

雲
市
湖
陵
町
に

湖
陵
病
院
と
し

て
昭
和

44

年

に
開
院
し
、 

平
成
20
年
２
月
に
現
在
地
（
出
雲
市
下
古
志

町
）
に
新
築
移
転
し
ま
し
た
。
県
立
の
精
神

科
病
院
と
し
て
四
十
数
年
に
わ
た
り
精
神
科

医
療
を
行
っ
て
き
て
い
ま
す
。
県
内
各
地
域

の
精
神
科
医
療
機
関
と
の
病
病
連
携
、
病
診

連
携
を
促
進
し
、
精
神
医
療
を
支
援
し
、
先

進
的
、
モ
デ
ル
的
な
医
療
を
目
指
す
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。 

現
在
、
病
床
数
は
２
４
２
床
、
５
病
棟
の

内
、
集
中
治
療
病
棟
、
児
童
・
思
春
期
病
棟

も
設
置
さ
れ
て
お
り
、
小
児
か
ら
成
人
、
急

性
期
か
ら
慢
性
期
の
患
者
さ
ん
に
医
療
を
提

供
し
て
い
ま
す
。
職
員
は
１
５
２
名
従
事
し

て
お
り
、
内
看
護

職
員
は
１
１
１
名

で
す
。
そ
の
平
均

年
齢
は

37

歳
で

各
年
代
で
平
均
的

に
い
ま
す
。
毎
年
、

新
人
看
護
職
員
が

５
〜

10

名
入
職

し
、
爽
や
か
な
新

風
を
吹
き
入
れ
て

く
れ
て
い
ま
す
。 

今
年
度
は
、
日
本
看
護
協
会
主
催
の
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推
進
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
に
参
加
し
、
働
き
続
け
ら
れ
る
魅
力
あ

る
職
場
づ
く
り
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
そ

の
実
現
の
た
め
、
事
前
に
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
調

査
を
行
い
、
結
果
を
分
析
し
、
目
標
に
向
か

っ
て
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
実
施
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
調
査
の
中
で
「
病
院
が

職
員
を
大
切
に
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
る

人
」
が
87
％
と
高
く
、
嬉
し
く
思
う
と
と
も

に
、
維
持
し
て
い
く
こ
と
の
重
要
さ
を
感
じ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
精
神
科
看
護
領
域
に
お

け
る
質
の
高
い
看
護
が
提
供
で
き
る
よ
う
に

教
育
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。
特
に
コ
ー
ス

看 

護 

師 

さ 

ん 

の 

ペ 

― 

ジ 

N0.24 



修 
 

 医 

NO.27 

研 

の
ペ
ー
ジ 

別
研
修
で
は
卒
後
１
〜
３
年
目
に
基
本
的
な

看
護
を
学
び
、
そ
し
て
専
門
性
を
深
め
、
看

護
研
究
へ
の
取
組
も
重
視
し
て
い
ま
す
。
経

験
者
採
用
で
精
神
科
が
初
め
て
の
看
護
師
に

対
し
て
も
、
専
門
性
が
追
求
で
き
る
よ
う
に

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研
修
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

院
内
に
は
２
名
の
認
定
看
護
師
（
認
知
症
看

護
、
摂
食
・
嚥
下
障
害
看
護
）
が
お
り
、
看

護
現
場
に
お
け
る
看
護
ケ
ア
の
広
が
り
と
質

の
向
上
を
図
る
よ
う
、
院
内
外
で
活
躍
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
、
一
人
で
も
多
く
の
の
認

定
看
護
師
が
誕
生
す
る
よ
う
支
援
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。 

 

「
誇
り
と
希
望
と
喜
び
を
大
切
に
し
、
一

人
ひ
と
り
の
こ
こ
ろ
に
寄
り
添
う
医
療
を
提

供
し
ま
す
」
と
い
う
病
院
理
念
の
も
と
、
地

域
に
信
頼
さ
れ
る
病
院
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

島
根
県
立
中
央
病
院 

初
期
研
修
医
１
年
目 

高
橋 

正
太
郎 

 

時
間
の
経
つ
の

は
早
い
も
の
で
、

医
師
と
な
り
あ
っ

と
い
う
間
に
一
年

が
過
ぎ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。 

研
修
が
始
ま
っ
た
の
は
つ
い
こ
の
前
だ
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
そ
ん
な
中
で
も
、
勉

強
す
る
事
や
反
省
さ
せ
ら
れ
る
事
ば
か
り
の

毎
日
で
す
。 

島
根
県
立
中
央
病
院
は
島
根
県
内
か
ら
あ

ら
ゆ
る
患
者
さ
ん
が
き
ま
す
。
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
も
運
用
開
始
さ
れ
、
特
に
救
急
外
来
で
は

様
々
な
患
者
さ
ん
が
集
ま
り
ま
す
。
そ
こ
で

は
研
修
医
が
主
体
的
に
診
療
を
行
い
、
風
邪

な
ど
の
軽
症
か
ら
多
発
外
傷
な
ど
の
重
症
患

者
ま
で
様
々
な
症
例
の
フ
ァ
ー
ス
ト
タ
ッ
チ

を
行
い
ま
す
。
基
本
的
に
自
分
で
考
え
な
が

ら
診
療
を
進
め
て
い
く
た
め
、
非
常
に
勉
強

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
上
級
医
が
必
ず
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
お
り
、
コ
メ
デ
ィ
カ
ル

ス
タ
ッ
フ
を
含
め
て
病
院
全
体
で
熱
の
入
っ

た
教
育
・
指
導
態
勢
が
整
っ
て
い
る
か
ら
こ

そ
出
来
る
事
だ
と
思
い
ま
す
。 

ま
た
、
手
技
や
検
査
の
訓
練
も
自
分
達
で

望
め
ば
休
日
で
も
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

研
修
医
同
士
で
症
例
検
討
を
す
る
た
め
の
勉

強
会
等
も
定
期
的
に
開
か
れ
て
い
ま
す
。
非

常
に
充
実
し
た
環
境
で
あ
り
、
自
分
た
ち
の

努
力
次
第
で
多
く
の
も
の
を
得
る
こ
と
が
出

来
る
病
院
と
い
え
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
特

に
魅
力
的
な
指
導
医
が
と
て
も
多
い
事
が
こ

の
病
院
の
最
大
の
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。
私

は
こ
の
病
院
に
来
て
、
多
く
の
尊
敬
で
き
る

先
生
方
に
出
会
う
事
が
出
来
ま
し
た
。
そ
し

て
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
や
事
務
の
方
を

含
め
、
様
々
な
方
に
支
え
て
い
た
だ
い
て
い

る
の
を
実
感
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
病
院
で
研
修
す
る
と
、
一
人
の
患
者

さ
ん
に
対
し
て
多
種
多
様
な
人
が
治
療
に
関

わ
っ
て
い
く
の
を
目
の
当
た
り
に
体
感
で
き
、

様
々
な
ス
タ
ッ
フ
と
と
も
に
患
者
さ
ん
に
つ

い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
医
療
に
携

わ
っ
て
い
く
上
で
大
切
な
考
え
方
が
し
っ
か

り
学
べ
、
確
実
に
身
に
付
く
は
ず
で
す
。 

現
在
、
山
陰
に
研
修
医
は
増
え
つ
つ
あ
る

よ
う
で
す
が
、
未
だ
不
足
し
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。
今
後
も
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず

に
研
鑽
を
続
け
、
少
し
で
も
早
く
山
陰
の
医

療
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

医
師
不
足
の
中
、
幅
広
い
分
野
で
総
合

的
に
診
療
す
る
総
合
医
が
、
今
、
注
目
を

集
め
て
い
ま
す
。 

平
成
23
年
10
月
、
島
根
大
学
医
学
部
で

は
、
総
合
医
を
育
成
す
る
た
め
の
研
究
を

行
う
『
総
合
医
療
学
講
座
』
を
大
学
内
に

開
設
し
、
大
田
市
立
病
院
内
に
は
、
教
育
・

研
究
・
研
修
の
実
践
の
場
と
し
て
『
大
田

総
合
医
育
成
セ
ン
タ
ー
』
を
設
置
し
ま
し

た
。 

 

現
在
、
総
合
医
療
学
講
座
に
、
全
体
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
教
授
が
１
名
、「
大

田
総
合
医
育
成
セ
ン
タ
ー(

以
下
「
セ
ン
タ

ー
」)

」
に
外
科
系
教
授
が
１
名
、
セ
ン
タ

ー
長
と
し
て
勤
務
さ
れ
て
い
ま
す
。 

セ
ン
タ
ー
勤
務
の
教
授
は
大
田
市
立
病

院
に
常
勤
し
、
研
修
医
の
指
導
の
ほ
か
、

外
来
診
療
や
病
棟
管
理
も
担
っ
て
い
ま
す
。 

セ
ン
タ
ー
は
ま
だ
１
名
体
制
で
す
が
、

来
春
に
は
内
科
系
教
授
１
名
、
外
科
系
准

教
授
１
名
が
新
た
に
赴
任
予
定
で
、
ス
タ

ッ
フ
も
増
え
、
セ
ン
タ
ー
で
の
研
修
体
制

も
、
ま
た
市
立
病
院
で
の
診
療
体
制
も
一

層
充
実
で
き
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

大
学
と
自
治
体
病
院
が
連
携
し
総
合
医

を
育
て
る
取
組
は
全
国
的
に
も
珍
し
く
、

大
学
の
持
つ
専
門
性
と
市
立
病
院
が
持
つ

幅
広
く
診
療
が
で
き
る
環
境
を
う
ま
く
組

み
合
わ
せ
、
総
合
医
育
成
の
モ
デ
ル
ケ
ー

連

携 

大田市立病院 

大田総合医育成ｾﾝﾀｰ 

 

総合医育成のため、

学生や研修医の指導

など 

島根大学医学部 

総合医療学講座 

 

総合医のプログラム

の研究/医療支援シ

ステムの研究/予防

医学の研究 など 

総
合
医
育
成
の
取
組 

 
 
 
 

 
 

＝
大
田
市
立
病
院
＝ 



地
域
医
療
を
守
り
育
て
る
取
組 

＝
地
域
医
療
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
か
ら
＝ 

医
学
生
へ
の
働
き
か
け 

島根県で勤務していただける方を紹介してください 

友人・知人に島根県での勤務を希望される医師がおられましたら、是非ご紹介ください。ご紹介いただいた先生

には、医療機関の情報等を提供し、U・I ターンを支援します。 

医師募集・地域医療視察ツアー参加者募集 

島根県は県内で勤務いただける医師を求めています。全国どこへでも専任の医師が出張し、具体的な相談に応じ

ます。 また、地域医療の視察ツアー（県負担）を実施しています。お気軽にお問い合わせください。 

「赤ひげバンク」の登録者のみなさんへ                         

住所等に変更があった場合は、メールでお知らせ願います。         携帯からの問い合わせはこちら 

 

〒690-8501  松江市殿町１番地 島根県健康福祉部 医療政策課 医師確保対策室 

    TEL 0852-22-6683  FAX 0852-22-6040  

 E-Mail iryou@pref.shimane.lg.jp   

ホームページ： 検索島根の医師確保対策  

 

４ｸﾞﾙｰﾌﾟに別れて懇談する参加者 

ス
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。 

ま
た
市
立
病
院
で
は
、
セ
ン

タ
ー
で
研
修
さ
れ
た
医
師
が
、

引
き
続
き
市
立
病
院
で
勤
務
し
て
も
ら
え

る
よ
う
な
魅
力
あ
る
病
院
づ
く
り
を
進
め
、

医
師
不
足
の
解
消
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

セ
ン
タ
ー
の
総
括
責
任
者
と
な
る
野
宗

セ
ン
タ
ー
長
は
、「
セ
ン
タ
ー
の
教
官
と
大

田
市
立
病
院
の
医
師
が
診
療
科
の
垣
根
を

外
し
、
ひ
と
つ
に
ま
と
ま
り
、
複
数
の
診

療
科
に
ま
た
が
る
医
療
チ
ー
ム
に
お
い
て
、

多
く
の
疾
患
を
初
期
診
療
か
ら
高
度
な
治

療
ま
で
、
一
貫
し
て
診
療
す
る
体
制
を
目

指
し
た
い
。
」
と
抱
負
を
語
り
、
「
こ
の
新

し
い
セ
ン
タ
ー
で
、
我
々
と
共
に
一
緒
に

学
び
一
緒
に
仕
事
を
し
ま
し
ょ
う
。
」
と
、

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。 

【
大
田
市
立
病
院 

事
務
部 

島
林
】 

 

11
月
27
日(

日)

に
大
田
市
に
お
い
て
、

「
島
根
地
域
医
療
を
守
り
育
て
る
住
民
活
動

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
連
絡
会
」
が
開
か
れ
ま

し
た
。
県
内
で
地
域
医
療
を
支
え
る
た
め
に
、

各
地
で
活
動
し
て
い
る
住
民
団
体
の
皆
さ
ん

の
交
流
・
情
報
交
換
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
を
目
指
し
た
も
の
で
す
。 

「
地
域
が
守
る
医
療
」
と
題
し
て
、
丹
波

新
聞
社
の
足
立

智
和
記
者
の
基

調
講
演
か
ら
始

ま
り
、
地
域
医

療
を
守
る
た
め

の
様
々
な
取
組

に
つ
い
て
話
し

合
わ
れ
ま
し
た
。

総
勢

60

名
余

り
の
参
加
者
で

し
た
。
住
民
・

医
療
機
関
・
行

政
が
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
を
尊
重

し
な
が
ら
協
力
す
れ
ば
、
大
き
な
力
に
な
る

と
確
信
し
ま
し
た
。
地
域
医
療
支
援
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
は
、
地
域
で
働
く
医
療
従
事
者
の

た
め
の
環
境
整
備
等
が
役
割
で
す
。
働
き
や

す
い
地
域
づ
く
り
、
職
場
づ
く
り
に
貢
献
す

べ
く
様
々
な
取
組
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。 

【
島
大
地
域
医
療
支
援
学
講
座 

吉
岡
】 

 

11
月
20
日
（
日
）
に
大
阪
市
に
お
い
て
、

医
学
生
と
研
修
医
の
懇
談
の
場
と
し
て
「
医

学w
i
l
l
s

島
根
県
」
と
題
し
た
交
流
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
こ
の
会
は
初
め
て
の
企
画
で

あ
り
、
島
根
県
内
で
後
期
研
修
中
の
４
名
の

先
生
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
医
学
生
に

対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
臨
床
研
修
病
院
の
Ｐ
Ｒ

を
行
っ
た
後
、
初
期
研
修
病
院
の
選
び
方
、

各
科
の
業
務
内
容
、
診
療
科
の
決
め
方
な
ど

を
話
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
医
学
生
は
、
関

西
地
方
と
岡
山
県
の
大
学
か
ら
10
人
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。
会
の
後
半
に
は
、
立
食

形
式
の
懇
親
会

も
行
い
ま
し
た
。 

医
学
生
か
ら

は
、「
大
学
病
院

と
市
中
病
院
の

そ
れ
ぞ
れ
の
メ

リ
ッ
ト
や
研
修

内
容
の
違
い
を

聞
く
こ
と
が
で

き
た
」「
地
域
で
働
く
意
義
に
つ
い
て
、
熱
心

に
教
え
て
く
れ
た
」「
女
性
医
師
の
働
き
方
に

つ
い
て
女
性
の
先
生
か
ら
話
を
伺
い
進
路
の

参
考
に
な
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、「
島
根
県
の
病
院
見
学
に
行

っ
て
み
た
い
」
と
い
う
医
学
生
も
多
く
、
か

な
り
密
度
の
濃
い
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
参
加
さ
れ
た
医
学
生
が
一
人
で
も
県
内

の
病
院
で
研
修
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
医

療
機
関
と
連
携
を
取
っ
て
フ
ォ
ロ
ー
し
た
い

と
思
い
ま
す
。 

 
【
医
療
政
策
課 

奥
原
】 

 

講師と共に、県内各地から集まった参加者全員で記念撮影 


